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日本に固有で、中部地方南部に分布する。岐阜県では県
南東部の標高700m以下に生育する。

開発などによる生育地の破壊と、山草愛好家による採取。

生育地の保全と採取の禁止。

ミカワマツムシソウ

生育地が局限されているうえ、個体数が急速に減少してい
る。

茎の高さは40-80cm。大部分の葉は羽裂して、中部と下部
の葉では裂片が更に羽裂するが、羽裂しない鋸歯縁の葉
もある。頭状花序に淡青色の小花を多数つけ、舌状花はな
いか、頭状花序周辺に舌状部が短い舌状花を少数があ
る。萼刺の長さは1-2mmである。雄蕊は4本。

1年草（越年草）。花期は8月-10月。
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